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【自由論題セッション】 
 

人口動態にもとづく地方銀行モデル 

～県別金利スプレッドはどのように決まるのか 

 

大庫直樹（慶應義塾大学） 

 

１．背景と目的 

 同一県内の地方銀行の経営統合が進展する場合、高い県内貸出シェアとなるケースが現実に

起きている。長崎県の十八親和銀行、青森県の青森みちのく銀行などが該当する。独占性の強く

なる県内市場において、貸出金利の上昇を招くことが懸念され、競争法の視点での検証も求めら

れる。そこで 2010年代（2011～2019年度）のデータを用いて、県別の企業向け貸出金利にもとづ

いた金利スプレッドがどのように決まるか考察していく。 

同目的で Hiraga et al.(2018)が先行研究としてある。それにおいては、主に経済動向をベース

にした推定モデルが提示され、HHI とは負の相関があることが検証されている。 

本報告は、都道府県の人口動態、主に人口減少が金融市場に与える影響を考察するとともに

結果として、金利スプレッドにどのような影響を与えるかを構造化していくものである。2010 年代の

経済動向が安定的な時代にあっては、人口動態による影響が大きく、懸念される「HHI の上昇伴

う金利上昇」が有意な関係にないことを確認する。 

 

２．分析方法 

 経済が安定していた 2010 年代のデータを用いて、多層的なモデルで県別の企業向け金利水

準を推定していく。 

 第 1 段階として、県別の預金残高、貸出残高の人口動態を中心にした説明変数による推定。貸

出残高については 2022 年当学会の国際会議で発表済みであるので本報告では結論のみを記

す。 

 第 2 段階として、全国平均の金利スプレッドの、預貸ギャップ（預金残高と貸出残高との差分）な

どによる推定。 

 第 3 段階として、県別の金利スプレッドを被説明変数、全国平均の企業向け貸出金利、県別の

経済指標、HHIを説明変数とする推定を行い、影響度の強い説明変数を見極める。 

 

３．結果 

 第 1 段階の結果として、県別の預金残高は標準化相関係数をみれば、老年人口に左右される

傾向が極めて強い。その他、生産年齢人口、県内総生産にも影響される。また、国際会議で報告

した通り、貸出残高は、生産年齢人口、当該県に本社を置く企業に勤める県外従業者数、同海

外従業者の影響を受けている。 
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 第 2段階として推定した全国平均の金利スプレッドは、ほぼ預貸ギャップの 1変数で推定できる。

県別の預金残高、貸出残高が各種の人口関連の県別変数で推定できるため、間接的に全国平

均の企業金利水準は、人口動態で表現できるとも言える。 

 第 3 段階として、県別の金利スプレッドは、全国平均の金利スプレッドに支配的な影響を受けな

がらも、県別の失業率、生産年齢あたりの県内総生産、県内総生産に対する公共投資額に補完

的に影響されている。HHI の影響も、全国平均の企業貸出金利水準を説明変数に加えることで、

有意な変数ではなくなる。 

 

４．考察 

 地方銀行の企業向け金利水準は、多層的な考察を行うことで人口動態に大きく紐付けることが

できる。すなわち、県別の預金残高や貸出残高は、老年人口、生産年齢人口、県外従業者など

に大きく影響される。全国平均の金利スプレッドは、預貸ギャップに支配的な影響を受けることか

ら、間接的に人口動態に影響されていることになる。さらに、県別の金利スプレッドは全国平均の

金利スプレッドに支配的な影響を受けつつも、県ごとの経済環境により多少の影響を受ける。した

がって、人口動態の将来予測にもとづき、県別の金利スプレッドも推定することができる。 

 全国平均の金利スプレッドが県別の金利スプレッドに大きな影響を与えていることは自然な帰結

とも言える。実際の地方銀行は本店を置く県の隣県まで企業向け貸出に積極的で、隣県の地域

金融機関と競合することで、金利スプレッドは県間で影響し合うことになり、全国的な金利スプレッ

ドが形成され、年度ごとの基準に暗黙のうちになっている。 

 このモデルは、地方銀行の同一県内における経営統合の是非を検討するうえで重要な示唆を

与えることになる。人口動態から県内の預貸市場の収益規模を知ることができ、競争状態を維持

するために 2行以上の地域金融機関の事業費を賄えるか否かの目安を与えることになる。 

 また、HHI が有意な変数でないことは、競争政策上、同一県内での経営統合が直接的に企業

向け貸出の金利を上げることにつながらないことを示唆している。シェアが独占的になったとして

も、あるいは寡占化が進んでも、預貸ギャップがプラス（預金超の状況）であれば、複数の金融機

関による金利入札が続いていく実態があります。HHI が有意な変数にならないのは、金利入札の

実態が続いていることに起因していると考えられる。  
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